
　元は山あいにあった真
しんごんしゅう

言宗の向
こうがくあん

岳庵という

寺が起源といわれます。天正17年（1589）の大

雨による土砂崩れで埋没し、のちに現在地に

移転したと伝わります。堂内に庚申堂の由来と

なった青面金剛が祀られているほか、境内に

は馬頭観音像や巡
じゅんぱいとう

拝塔、観音像、庚申塔など

が立ち並んでいます。

　南蔵・新城・政
ま さ ど

戸にかけての丘陵上に大平新城跡があります。戦国時代、武
た け だ

田信
しんげん

玄と徳
とくがわ

川家
いえ

康
やす

に攻められた今川氏
うじざね

真が、北条氏の支援を受けて入城した城ともいわれています。

　城跡の麓にある圓教寺は大平で唯一の日蓮宗系の寺院です。元々裏山にあった七
しちめんどう

面堂が

起源で、元
げ ん な

和３年（1617）には、三
さんまいばし

枚橋城主大
お お く ぼ

久保忠
ただすけ

佐の家臣が大平に居住し、先祖の墓をこの

地に移したといわれています。熱心な日蓮宗の信者であった徳川家康の側室お万
まん

の方も七面

堂を参拝したといわれ、漆
うるしぬ

塗りの椀
わん

が寺に伝わっています。

⑥④山
やまぐちこうしんどう

口庚申堂

⑧圓
えんきょうじ

教寺 ・大
おおひらしんじょうあと

平新城跡

①阿
あ み だ

弥陀堂
どうあと

跡

　室
むろまち

町時代、疫
えきびょう

病がはやった際に念
ねんぶつどう

仏堂を建

て、祈願したのが始まりといわれています。明

治６年（1873）には、ここに大
おおひらしゃ

平舎（小学校）が

建てられました。なお、この地は大水の被害を

度々受けたことから、年
ね ん ぐ

貢の三分の一が免除

されたため「三分市」の地名になったと伝わり

ます。

③①桃
とうげんいん

源院

　宝
ほうとく

徳２年（1450）、今
いまがわ

川義
よしただ

忠の妻北
きたがわどの

川殿（北
ほうじょう

条

早
そううん

雲こと伊
い せ

勢宗
そうずい

瑞の姉）の開
か い き

基により建立され

ました。山
さんもん

門は遠
えんしゅう

州の武家の門と伝わり、塀に

は珍しい石
いしがわら

瓦が葺
ふ

かれています。寺が所蔵す

る大平村絵図は、江戸時代の大平村の様子が

わかる貴重な資料です（市指定有形文化財）。

境内には中世の墓石も残っています。

④②おばしどころ

　沼津アルプストンネルの開口部は、岩山が垂

直に切り立った地形をしていますが、これは石

を切り出した石
いしちょうば

丁場だったためです。石丁場

跡の一角には、地元の人が「おばしどころ」と

呼ぶ石造物が数多く建立された場所がありま

す。自然の岩体を削って階段を造った上には、

馬
ば

頭
とう

観
かんのん

音像や聖
しょう

観音像が祀られています。

(月
つきがほら

ヶ洞)　

(山
やまぐち

口）　

（月ヶ洞）　

(新
しんじょう

城）

(三
さんぶいち

分市）　

【表紙の写真】

左へは 70％

indd 貼り付けは 29％

文化財まちあるきマップ　大平編「大平地区の文化財をめぐる」
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⑦③龍
りゅうおん

音寺
じ

（南
なんぞう

蔵）　

　応
おうえい

永４年（1397）、覚
かくおう

翁という僧が阿
あ み だ

弥陀如
にょらい

来像

を祀り覚翁庵と称したのが始まりといわれます。

庫
く り

裡の前にある巨石が雲のようであることから、の

ちに石
せきうん

雲庵
あん

と改名しました。永
えいしょう

正７年（1510）に龍音

寺と改称した際も、石雲山という山
さんごう

号に名称が引き

継がれています。御本
ほんぞん

尊の聖観音像は、平安時代の

作とされ、市内で最も古い仏像の一つです。

②小
お や ま

山庚
こうしんどう

申堂

　お堂に残る棟
むなふだ

札から、天
てんめい

明４年（1784）以前

に、この地に庚申堂があったことがわかってい

ます。庚申堂の由来となった青
しょうめんこんごう

面金剛のほか

に、観
かんのん

音菩
ぼ さ つ

薩や不
ふどうみょうおう

動明王なども祀
まつ

られていま

す。背後の山に鎮座する三
み た け

嶽神社は、星
ほし

谷
や

修
し ゅ り

理

之
の

亮
すけ

が建
け ん む

武元年（1334）にこの地に移住した

際、祀ったといわれています。

（小
お や ま

山）　

　臥雲寺は、大平では最古の創建と伝えられ

ます。暦
れきおう

応２年（1339）、伊
い ず の く に

豆国香
こうざん

山寺
じ

の隠
いん

居
きょ

玉
ぎょく

翁
おう

がこの地に庵
いおり

を建てて臥
が

雲
うん

庵
あん

と称し、こ

の寺を中心に大平に５つの庵ができたとされ

ています。徳楽寺は、元は鷲
わ し ず

頭山頂にあった寺

で、駿
す る が

河伊
い ず

豆両
りょうこく

国横
よこどう

道三十三所観音霊
れいじょう

場の九

番札
ふだしょ

所として厚く信仰されてきました。

⑤③臥
が

雲
うん

寺
じ

・徳
とくらく

楽寺
じ

(戸
と が や

ヶ谷）



西部用水

道
ど う そ じ ん

祖神 （天
て ん ま

満）

集落と集落の境や辻には、悪いもの （悪霊や疫病など）

が入ってこないように、道祖神 （塞の神） が祀られています。

西部用水は昭和２年 (1927) に整備されました。逆サイフォ

ンの原理を利用して、道路の下へ水路を通しています。

石丁場跡(御
ご ぜ

前帰
がえり

石丁場跡)

石屋根の祠（塞の神（小
こおどり

踊））

大平は狩野川の大水による被害を度々受けてきました。新城の堤防には大水による被害の記録

が石柱に刻まれています。古い集落が山際に位置しているのは、水害から家を守るためです。

一方、稲作のための水の確保にも苦労し、住民は溜池をつくって水を利用してきました。

洪
こうずいきねんひょう

水紀念表


